
 

 

 

 左から時計回り：葛飾北斎筆「鯉亀図」（埼玉県指定文化財）、海北友雪筆「一の谷合戦図屏風」右隻（埼玉県指定文化財） 

         土佐光起筆「一の谷合戦図うち熊谷直実図」、狩野惟信筆「四睡図」 ※いずれも部分、当館蔵 

 平成２９年（２０１７）現在、当館には１２万点

を超える資料が収蔵されています。その中に江戸時

代以前の日本の美術品（古美術
こ び じ ゅ つ

）が数多く含まれて

いることをご存知でしょうか。 

 今回の企画展では、当館の収蔵資料から選
よ

りすぐ

りの美術品を多数展示します。初めてご来館いただ

く方には名品と出会う感動を、常連の方には、最近

ご無沙汰なあの美術品や、初めて目にするものに

触れる驚きをお届けします。  

 しかし、ただの名品展
め い ひ んて ん

とあなどるなかれ！本展は

「古美術って何？」「どうやって見たらいいの？」

という疑問に答える仕掛けをたっぷりご用意して、

皆様のご来館をお待ちしております。 

美術鑑賞初心者、特に子どもたちに向けた展示です。
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Ⅲ くらべるモチーフ 

 最終章では、応用編として美術品の主題
し ゅ だい

（＝モチ

ーフ）を手がかりに、美術のひみつを掘り下げてい

きます。同じモチーフを扱ったものでも、その美術

品の素材
そ ざ い

・形状
けいじょう

・時代によって表現が異
こ と

なることを

紹介します。さらに、なぜそうした違いが生まれる

のかを考えます。 

 本章で取り扱うテーマは、例えば「つわものど

も」。源平
げ ん ぺい

合戦
か っ せん

の中でも最も悲劇的な場面の一つで

ある熊谷
く ま がい

直
な お

実
ざ ね

と 平
たいらの

敦
あ つ

盛
も り

をモチーフにした美術品を

くらべます。この場面は、クローズアップされて描

かれたもの（図４）、源平合戦の他のエピソードと

一緒に描かれたもの（図５）などがあり、それぞれ

をくらべてみると違うところと同じところが必ず

見えてきます。 

 

 

 

 他にも、県指定文化財 葛飾
か つ しか

北斎
ほ く さい

筆 

を中心にくらべる魚のモチーフや、仏像や仏画、そ

して浮世絵
う き よ え

にもあらわされた不動明王
ふ ど う

のモチーフ

など、盛りだくさんの内容をご用意しております。

皆様に美術を楽しんでいただければ幸いです。 

 今まで登場した用語でわからないものがあって

もご安心ください。この展覧会は、知っているよう

で知らない、そして今さら聞けない古美術鑑賞のた

めの基礎知識も、ぬかりなくご紹介いたします。 

 最後に、とある

美術品の一場面

をご紹介します

（図７）。この場

面はいったいど

んな物語のシー

ンなのでしょう

か？そしてこの

人物はいったい

誰？彼らの表情

から何が読み取れるでしょうか。ぜひ、展示室で実

際の作品を見て答え合わせをしてみてくださいね。 

図５ 

     ※展示期間は７月１５日～８月６日 

 

   

         
※  展示期間は８月８日～３１日

 

 

   

               

 

図７ 

みょうおう

県指定文化財 葛飾北斎筆　「鯉亀図」（当館蔵）図６

展示期間は８月８日～３１日※

 ※企画展開催期間中、常設展示室４美術展示室では

関連展示として、特集「仏の姿」を開催します。

こちらも併せてお楽しみください。 

 （展示担当 西川真理子） 

図４　県指定文化財 海北友雪筆「一の谷合戦図屏風」（当館蔵）

「源平合戦図屏風」（部分・当館蔵）

「鯉亀図」（図６）
こ い かめ ず

　併せて、子どもたちの自由課題にも使えるワーク

シートもご用意しています。夏休みは鉛筆とシート

を片手に、展示室で楽しく美術のひみつを探してみ

ませんか。もちろん大人の方の参加も大歓迎です！

 本展覧会ではそんな悩みにお答えすべく、「かた

ち」、「色」、「モチーフ（何が表現されているの

か）」の三つをテーマに、さまざまな美術品をくら

べる楽しみをご紹介します。ただ単純に比較するの

ではなく

「太平記
た い へ い き

絵巻
え ま き

」に登場する三体
さ ん たい

の「異類
い る い

の者
も の

」が水先
み ず さき

案内人
あ ん な いに ん

となって、じっくりくらべて考える、美術の

ひみつを探る旅に皆様をいざないます（図１）。

 

Ⅰ くらべるかたち 

 第１章では、古美術の形そのものの美しさやおも

す。かたちを探して、それぞれをじっくりくらべて

いく中で、ひとつひとつの美術品の味わい方が見え 

てきます。ここでは○、△、□といったかたちを題

 

 

 

材に、それぞれに隠されたひみつを探っていきます

（図２）。 

  

 

Ⅱ くらべるカラー 

 次に、普段当たり前のように認識している“色”

に焦点をあてます。「赤」、「青（緑）」、「金」

 

 

図２ 八卦十二支文鏡（当館蔵） 

   

  

    

左：古丹波四耳壺 右：古常滑大壺図３

図１ 県指定文化財「太平記絵巻　巻第二」（当館蔵）と
「異類の者（当館オリジナルキャラクター）」

※太平記絵巻の 場面の展示期間は７月１５日～８月６日上記

　博物館や美術館で、美術品を前に途方にくれてし

まったことはありませんか。　せっかく見に来たのに、

何が何だかわからない。「美術はありのままに楽し

むもの」と言われても、そもそもどこをどうやって

見たらいかわからないから、ちっとも面白くない。

どこをポイントとするべきなのかを「鑑賞のヒン

ト」として提示します。ヒントを手がかりに、様々

な美術品にこめられた“美術のひみつ”を考えなが

ら楽しむ展覧会です。当館の名品のひとつである

しろさを感じていただくためのウォーミングアップ

です。美術品の中には様々なかたちが隠れていま

などという名で総称される色をじっくりと観察する

ことで、驚くほど表情豊かな古美術の色彩感覚を知

ることができます。たとえば、図３の二つの壺。写

真ではどちらも大差のない茶色い壺のように見えま

すが、実はよくよく見ると赤や緑といった美しいカ

ラーが隠れています。ぜひ展示室で実際に見て、こ

の二つの壺の色合いの違いも見つけてみてください。

、それぞれじっくり丁寧に鑑賞するために、

※（いずれも当館蔵）


